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Adolescent Career Choice in Contemporary Japan: 






This paper attempts to clarify the actual state of Japanese tracking system by analyzing the 
panel data of a follow-up survey on junior high school and high school students. Previous 
tracking study has accumulated by analyzing the aspiration of only high school students. 
Thus there is a probability that the tracking effect has been overestimated because 
aspiration of junior high school has not been statistically controlled. The analysis provides 
the following points: 1) Aspiration of junior high school has the unique effect to warm up 
that of high school. 2) The track of a high school student does not concern with their 









ることも指摘されてきた（Lauder et al. eds. 2006＝2012）。教育社会学者の多くは、不平等
をもたらす教育について研究を重ね、教育システムが不平等を作り出す装置のひとつとし





















の 2 点において青少年の進路選択を制限していると整理することができる。 
第一に、高校内部で高校生の進路を分化させているという視点である（松原他 1980; 
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トラックがどの程度独立的であるか（潮木他 1978; 藤原 2012 など）、②トラック内での
進路選択がどの程度出身社会階層から独立的であるか（耳塚 2000 など）であり、実際に
トラッキングを通じた社会階層再生産の様相も明らかにされてきた（中西他 1997 など）。 
このように先行研究をレヴューすると、青少年の進路選択の変化をとらえる視点として
重要なのは、①トラック参入以前・以後での希望進路、②学業成績の自己評価、③出身社
会階層の 3 点に整理することができる。 





















本稿で用いるデータの原点調査は、2007 年に中学 3 年生への質問紙調査とともに、その
保護者に対しても質問紙調査を実施した。そしてその 3 年後（2010 年）に第二波調査を当






教育委員会と学校を通じて、3 年間で 2 度の記名式の調査を行い、委託する調査会社で 2
つの生徒調査票と保護者調査票をマッチさせてデータを構築しているということである。 
表 1 にはデータの回収・接続状況を示した。2007 年の中学 3 年生およびその保護者への
調査の回収率は、それぞれ 79.7%、78.7%であり、生徒―保護者票の接続率は 97.5%である。
そして 2010 年に同一の調査フィールドで高校 3 年生を調査し、接続可能な生徒の人数は





校は 6 校であるため、その生徒には全員に質問紙調査を行っている。しかし、A 市内およ
び近隣の市町村には通学可能な公立高校および私立高校が複数存在している。そのため脱
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落の理由は、①調査票に無記名・無回答だった、②調査当日に欠席した、③3 年間で引っ
越した、④6 校以外の高校へ進学した、のいずれかになる。なお、他にも通学可能な高校

















次に、中 3 次成績の自己評価を比較すると、「下の方」と答えた脱落サンプルは 23.1%い
たが、追跡者は 9.3%に減少している。反対に、「上の方」と回答した脱落サンプルは 7.2%

















高校卒」、「短大・専各卒」、「大学卒」、「学歴不明」の 4 つのカテゴリーを用いる(2)。 
成績の自己評価は、「あなたの学校での成績は、学年の中でだいたいどのくらいですか」
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は、いくつかの先行研究（Oakes 1985; Lucas 2001 など）と整合的な知見である。 
Model2 は、Model1 に中 3 次の希望最終学歴を加えたモデルである。変数は 0.1%水準で
統計的に有意であり、中 3 次に大学・大学院までの進学を希望している生徒ほど進学校に
所属していることがわかる。 
Model3 は、Model1 に中 3 次成績を加えたモデルである。投入した変数は 0.1%水準で有
意であり、中 3 次の成績が高いほど進学校に所属しているといえる(5)。 





Model2 は、Model1 と比べると Nagelkerke R2 が 0.148 増加している。一方で、中 3 次成績
を投入した Model3 は、Model1 と比べると Nagelkerke R2 が 0.421 と大きく増加している。
さらに、両変数を投入した Model4 の擬似決定係数を Model3 のそれと比較すると、その変
化は 0.041 の増加に留まる。これらの擬似決定係数の変化から、所属トラックを最も説明
している要因は、中学 3 年次の成績であるといえる。 
 


















男子 - 0.090 0.914 - 0.341 0.711 - 0.560 0.571 * - 0.780 0.458 **
父学歴（ref:中学・高校卒）
短大・専各卒 0.581 1.787 0.525 1.691 0.665 1.944 0.583 1.792
大学卒 2.083 8.025 *** 1.611 5.010 *** 2.158 8.653 *** 1.766 5.849 ***
学歴不明 0.130 1.139 0.190 1.209 0.550 1.734 0.536 1.709
中3次希望最終学歴（ref:非大学希望）
大学希望 1.818 6.157 *** 1.518 4.564 ***
中3次成績 1.900 6.687 *** 1.875 6.520 ***
- 1.163 0.313 *** - 1.904 0.149 *** - 7.707 0.000 *** - 8.223 0.000 ***
- 2 対数尤度
*** *** *** ***
0.203 0.351 0.624 0.665
尤度比検定 *** *** ***
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卒との対比において、短大・専各卒の場合は約 2.3 倍（p<.01）、大卒であれば約 10.5 倍
（p<.001）、大学進学を希望するようになる確率のオッズが上昇することがわかる。 
それでは、高 3 次の大学希望を中学 3 年次要因（Model2）と高校 3 年次要因（Model3）
のそれぞれで予測してみよう。Model2 で統計的に有意な変数は、父短大・専各卒（p<.01）、
父大学卒（p<.001）、中 3 次大学希望（p<.001）、中 3 次成績（p<.001）で、性別や父学歴を




属トラックや高校での成績が高 3 時点での希望最終学歴を規定しているといえる。 
次に、Model1 との比較から Model2 と Model3 の擬似決定係数（Nagelkerke R2）の変化
を確認しよう。中 3 次要因から高 3 次希望最終学歴を予測した Model2 は、Model1 と比べ
ると Nagelkerke R2 が 0.293 増加している。一方で、所属トラックと高 3 次成績で高 3 次希
望最終学歴を予測した Model3 は、Model1 と比べると Nagelkerke R2 が 0.332 へ増加してお
り、Model1 から Model2 への変化と比較すると、わずかながら Model3 の方がモデルのあ
てはまりが良いことがわかる（尤度比検定の結果は、p<.001）。 
Model4 は、Model1 に中 3 次希望最終学歴、中 3 次成績、所属トラック、高 3 次成績の 4
つの変数を加え、中 3 次要因と高 3 次要因をそれぞれコントロールしたモデルである。有
意な変数は、父短大・専各卒（p<.05）、父大学卒（p<.001）、中 3 次大学希望（p<.001）、進
学校に所属（p<.001）、高 3 次成績（p<.01）であり、中 3 次成績は有意ではない。中 3 次
成績はトラックに割り振られるまでは重要な変数であるが、所属トラックをコントロール
すると、高 3 次希望最終学歴には有意な効果をもたないといえる。 
さらに、Exp(B)を見ると、中 3 次の大学進学希望は 4.432 だが、進学校のそれは 15.832
にも及ぶ。中 3 次に大学進学を希望していた生徒が高 3 次でも大学進学を希望する確率の 
 
















男子 0.339 1.404 0.105 1.110 0.481 1.617 0.356 1.428
父学歴（ref:中学・高校卒）
短大・専各卒 0.867 2.379 ** 0.957 2.603 ** 0.874 2.396 * 0.940 2.561 *
大学卒 2.360 10.593 *** 1.860 6.422 *** 1.656 5.237 *** 1.370 3.936 ***
学歴不明 0.291 1.338 0.629 1.876 * 0.362 1.436 0.467 1.595
中3次希望最終学歴（ref:非大学希望）
大学希望 1.671 5.315 *** 1.489 4.432 ***
中3次成績 0.886 2.425 *** 0.165 1.180
所属トラック（ref:普通科校）
専門校 0.441 1.554 0.260 1.296
進学校 3.454 31.623 *** 2.762 15.832 ***
高3次成績 0.378 1.460 *** 0.366 1.442 **
- 1.075 0.341 *** - 4.633 0.010 *** - 3.528 0.029 *** - 4.335 0.013 ***
- 2 対数尤度
*** *** *** ***
0.239 0.532 0.572 0.621
尤度比検定 *** *** ***
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の希望進路の変化を分析してきたこと（苅谷 1983; 中村 2002）、②中学・高校と学校段階








第二に、高校 3 年次の希望最終学歴と中 3 次の希望最終学歴には、トラッキングシステ
ムとは独立した因果関係を持つことが明らかになった。 

























「青少年期から成人期への移行についての追跡的研究 Japan Education Longitudinal Study
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